
相

州

鎌

倉

建

長

寺

と

信

州

上

田

別

所

安

楽

寺

と

の

関

係

年

表

一
二
六
四

一
一
一エハ
一一一

ハ

一
一
一エハ
一

一
二
六
〇

一
二
五
八

一
二
五
九

一
二
五
六

一
二
五
五

一
二
五
四

一
二
五
三

一
二
五

一

一
二
四
九

一
二
四
八

一
二
四
七

一
二
四
六

一
二
四
四

西
暦

文
丞
九
年

弘
長
三

弘
長
二

弘
長
元
年

十茜

奪

正
丞
冗
年

正
嘉
二
離一奏ポ年

建
長
七

建
長
六

建
長
五

建
長
三

建
長
元
年

宝
治
二
年

宝
治
元
年

寛
元
四

一見
一九
二
？

日
本
年
号

景
定
五

景
定
四

景
定
三

景
定
二

景
定
元
年

開
慶
元
年

宝
祐
六
妻
認

宝
祐
三

宝
祐
二

宝
祐
元
年

淳
祐
十
一

一浮
旗
ｒ
九

淳
祐
八
年

淳
祐
七

淳
祐
六

淳
祐
四

南
来
年
号

後 しヽ帯をカ

観ヽ大初物¬酢四」
離 寺

鋼 谷樵

蒙 割

くヽ日に篭

ユLL男 JI
略 器 醸

△
霊
〔象
踏
一月

△
無
関
普
門
、杭
州
霊
隠
寺
・浄
慈
寺
断
橋
妙
倫
に
参
ず
．
△
無
本
覚
心
、寧
波
阿
育
王
寺
に
掛
搭
し
、実
朝
の
遺
骨
・等
身
観
音
像
を
西
院
に
安
置
す
。

◎
六
月
、東
福
寺
目
爾
排
園
・心
地
覚
心
⌒粂
客
に
建
長
寺
建
立
後
の
、僧
衆
指
導

修ヽ
行
の
助
縁
を
請
う
。◎
十
月
、帰
国
を
報
じ
る
。
⌒日
、仙
郷
人
便
辱
）

◎
京
に
上
り
、泉
涌
寺
来
迎
院
に
仮
寓
す
●
一十
四
歳
）
．樵
谷
も
同
道
か
，
・．

◎
十
二
月
、鎌
倉
寿
福
寺
に
掛
搭
し
、次
い
で
北
條
時
頼
の
招
請
に
て
、常
楽
寺
に
入
る
。
△
道
一匹
孟
冬
↑
こ
博
多
円
覚
壼
閣
送
凛
陸
の
塾
副
に
返
書
す
．

◎
十
六
才
の
春
、京
に
上
り
、回
爾
排
園
に
見
ゆ
．
事
後
翌
年
に
か
、
渡
海
入
宋
と
み
る
。
？

劇
「
「
＝
ｉｌ
ｌｌ
「

‥―

‥―
――
＝
＝
「
「
‐
―
＝

，
―
―
＝
引

，
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‘―
―
‐

舅
明勃
響
鍵
婁
壽
又
鱚
蕃
轟
築
簗
趙
編
郡
彬
制］「
壕
貢

説
明

〔◎
蘭
渓
道
隆
禅
師
　
◎
印
樵
谷
惟
悟
禅
師
　
△
印
其
の
他
禅
師

▲
印
其
の
他

［尊
称
省
略

|

△
死
庵
普
寧

建ヽ
長
寺
退
院
す
．

餓
叙
♂
暴
鱒
鵠
欝
師
緊
肇
薇駆
齢
賄
離
暉
縦
牌
妊牲
）

な
嘘珈
疇略暖鴨］轟
怠
媚彊
を詈

仄
は
不
仄
攣
忙

仄
墨
又
鐸
屏
冒
言
■

間
翁
居
敬
、天
童
四
十
一
世
晋
住
．
△
堰
漢
広
聞
示
寂
（革
妻
）
。
　
△
西
巌
了
恵
示
寂
宍
十手
）。

幹
雌
蒙
聯
蹄辟
舗
庭
爵
数
醒
衛
い服
製
尋

難
で雄鷹
話
驀
魏
Ｆ嚢
（寿七△
．

◎
参
議
「
刻
ョ
Ｂ
郵
郷
Ｂ
部
Ｂ
「
ご
な
直
毬
嗣
獄
輸
職
Щ
彊
贅
晏
観
済
ど
が
る
π
郵
郎
み
郷
羽
鄭
慇
部
勤
弓
薇
ヨ
動
列
嚇
轟
蟹
鋼
辞
疑
蘇
雅
彦
づ

ヽ
ハ

■

■

片

ロ

リ

コ

コ
■

ヽ

蜀
礼
碁
薦
惨
竃
肇
非
眸
を一一一言
肇
冒
写

松事
を
建
長
寺
に
於
て
修
す
。

Ю蒙
抄柴
一酸
慕
鯖
認
揺
に

薫糎
群
・８
く
百
李
急
る

Ю菫脹獣一導紅歌緻麟献納象秘％一ヤ為籠罐情い確隠酬経医げ維翻娼望一

一静
照
、石
漢
心
月
の
座
下
に
在
り
。　
△
堰
渓
広
間
、杭
州
霊
隠
寺
四
十
世
に
晋
住
す
．

ヽ

澤

ぎ
署

一裏
霙

軍

四

萎
幕
喘

萎

墨
面
キ
嚢
更

震
重
轟
委
・

父
萎

羹
彗

・

縫

篭

理

藉
髪

本題
程
・

天菱
一

姜
一・本譲
程
廿ヽ
一装
一一一董

摯華摯墾
十
奮奎
集十九

撃

一一ヽ
菫

一薯
一

警

璽
霧

確
薪
奪
去幾
程

を彰
諄
走
・営
芋
べ
諄
真

鍵
纂
靭
犠
√
暮
轟

基
暑
覇
一一床
・牽
ョ
重
翼
翌
蜃
』

喫
髪
署
　
・轟

ミ

舅
碧

譜

ヨ
手

た
覆

雪

暴

は
所
に

ユ
彗
書
蒼
量
一　
　
　
籍
〓

昴

腱
・牽
琶

ど
軽
キ
脅
昼
事

血

　ヽ
　
彗
雪
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二
六
九

二
七
〇

二
七
一

二
七
二

二
七
三

一
二
七
四

一
二
七
七

一
二
八
九

一
一一一
一
一一一

一
三
一
四

文
沓

一

文
永
六

文
永
七

文

水
・八

文
水
九

文
水
十

文
水
十

一

建
治
元
年

建
治
二
年

咸
喜

二

罰葬瓢五

釉霧
鋤
専

一

至景至徳

鰹
ず参に老大諸に

持住寺王育阿

△
虚
堂
智
愚
、示
寂
（寿
八
十
五
）．
　
◎
議
ス
あ
雰
言
醤
七
奮
．
　
△
丞ヽ
畢
人
大
休
正
念
、来
航
し
、時
宗
は
禅
皿
等
に
招
請
、茜塁
搭
爆隆
之
を
引
座
す
．

缶
〒
藁
薯
奪

璧^
重

◎
韮
崎
市
永
岳
寺
開
創
と
伝
え
る
。　
△
南
浦
紹
明
、筑
前
興
徳
寺
に
住
す
。
▲
蒙
古
船
対
馬
に
至
る
。朝
廷
返
牒
を
鎌
倉
に
下
す
も
幕
府
は
之
を
押
う
。

禅重
・果
璧

Ｍ疇
謂
輪
・鏑覇
縫
怖
難
犠
蘇
競塩
稀
粋
釉
麟
慶
詔
嬬
霜
砦
嘉
看
バ
是
斬看
脅
流香
４
異
蛋
い嚢
重

◎
二
月
、蒙
古
間
諜
説
の
妄
識
に
、時
宗
に
無
実
を
伝
え
る
。　
◎
豪
ゅ
頃
ほ
濠
資
薇
愚
際
詈
廠
懸
鞭
鍮
肇
「
蜜
副
崇
橿
山
諏
聖
安
楽
徴
ま
「
ど
な
る
。

藝
馨
檸
霧
享
盈

∝
計
明
」
儀
瘍
鮮
麹
舅
鱈
訓
型
酬
醐
騨
縄
醐
駅
螺
詢
霧
珊
髪
鍋
憮
誦
製
司
ぎ
長
寺
に一筆
す。

特〇◎▲
玩
瀬
牡
泄
聴
蒔
嘔
秋
建
語
禦
離
醐
薇
け
ぎ
詠
塾撫
洋
盤
統
Ｆ
‐元
暉
Ю
磯
乱
を
避
け
雁
蕩
山
能
仁
寺
に
移
る
。　
△
北
条
義
政
遅
署
就
任
三
年
目
（

醒咽毯贅

鵠
耀
劃
整
程
舞
詐
潔
福
覇
辞
議
静
」
護
と卜
く雲

四
月麟
計朝忙
碑
訪鵬
鵞
節
一陳墾
転開躍∝置

や
陳
朝
頭
」
転
開
躍
∝
雄
出
」
謳
粋
ノ。と
同
じ
く
貴
寺
に
往
き
て
夏
一茎
３

を
過
さ
ん
と
．
云
々
～
建
侍
者
等
六
七
人
ヽ

途
爾
進
餅
蒔炉
楯
製
離
斃
編
揮
、雌膚
。つい
歩
調
襲
霧
基
槍にｆ
寿辱
桂
す。

寒葬
重
肇

△
春
、
大
体
正
念
、建
長
寺
退
院
．
◎
何
時
の
年
か
樵
谷
の
応
帯嘉
竪
屋
豚
に
加
讃
す
る
。◎
五
晨

寿
福
寺
よ
り
建
長
寺
に
帰
住
し
、
七
月
廿
四
日
示
寂

菱
釜
（
婁

二

嚢
重

△
四
月
、
北
条
時
宗
歿
去

（寿
二
十
四
）
。
そ
の
三
回
忌
に
長
谷
に
乾
明
山

呂
寿
寺
開
創

無
学
祖

菱
型
謂
開
山
．
◎
そ
れ
以
後
、高
寿
寺
に
出
世
、通
爾
帰
郷
　
一
「警
の辱
一罰
籠
者
空
董

◎
安
楽
寺
国
宝
八
角
二
重
塔
の
（蛯
虹
梁
）年
代
測
定
に
よ
り
、檜
材
伐
採
ｔ

こ
の
年
以
後
数
年
に
し
て
八
角
二
重
塔
の
建
立
と
み
る
。

花
群
寄
重
花
喜
寄
燿受
募
じ
ｆ
嘉
諄
奎

呂

倉

彗

２

と
考

層

雲

門
会

量

聾

蓉

の
彊

二
年
を
十
七
胚

旱

割

■

●

酪
弩
の署

△
春
の
頃
か
、仏
燈
禅
師
約
翁
徳
倹
、樵
谷
惟
僣
の
為
に
描
香
法
語
す
。曰
く

「四
十
餘
載
名
翼
横
飛
六
十
餘
州
、千昆
私電
馳
両ヽ
鎮

◎
十
七
回
忌
正
当
？
、七
月
、本
造
頂
相
造
立

（胎
内
銘
に
拐
厳
呪
八
旬
陀
羅
尼
、煙璽
哭
至
邸
臥
を
期
し
て
か
？
）
口九
月
十
二
日
、
一
一世
恵
仁
頂
相
造
立

一
藁
書
鱈
曳

墨

雀
扇

濠

医

嚢
喜

玉
山
廃

憂

・褒
軍

露

夫
羨

（偏
菱

。

事

言

麟

請

華

野

議

翌

雖

Ψ

翡
磨

燻

倶

等
々
嚢

素

護

差

，１

△◎▲

0っ

△△

茉
教

△
寒
巌
義
貢

道
元
の
語
録
を
携
え
再
度
入
宋
し
、明
州
瑞
巌
寺
・杭
州
霊
隠
寺
違
墾
〔寺
を
巡
り
序
跛^
を
も
と
め
る
．

△
虚
堂
智
愚
、径
山
高
寿
寺
四
十
世
晋
住
。　
△
死
庵
並息
詈
宋
国
に
帰
り
明
州
に
至
る
。
△
無
象
静
昭
↑
在
宋
不
卒
市
四
年
間
、帰
国
す
。

缶
墓

嚢̈
重

◎
こ
の
頃
に
か
、阿
育
王
寺
物
初
大
観
会
下
の
衆
中
に
名
を
掛
け
る
。△
巨
山
志
源
、同
志
と
共
に
入
宋
虚ヽ
堂
智
愚
に
得
法
．帰覆
蔓
寺一琶
差
る。

阿菫
寒
〕嚢
重

△
南
浦
紹
明
、在
宋
求
法
九
年
間
、虚
堂
智
愚
の
餞
偶
を
受
け
帰
国
す
。

嚢
重
羞
質

Ю雄麻耐
群
響
策
鰐
縫群れ
製
補
旭
Ⅷ
農
新
蒙
弓
移碑
蜘
舗
酬
館
瑞
立
新
脚
穏
遥
訓
柵
池
醸
諦
罫
た、
藝

分
羹
窪
麗
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特別展覧会開催にあたり、下記の方々のご協力、ご指導を賜りました。厚 く御礼申し上げます。

協力機関 (五十音順)

鎌倉市教育委員会、鎌倉国宝館、建長寺、国立歴史民俗博物館、東京国立博物館、東京大学史料

編纂所、安楽寺、信濃国分寺、長野県立歴史館

協力者 (五十音順、敬称略)

川上元、小林康幸、齋藤愛、櫻井松夫、塩入法道、鈴木弘太、高井正俊、田中和夫、田原良平、

土屋積、永井正憲、西島敏雄、馬場秀雄、原田寛、宮原友則、村上博優、若林恭英

表紙写真 左  ・蘭渓道隆禅師尺贖 (鎌倉時代中期・安楽寺所蔵)

右上・青磁算本文香炉 (鎌倉時代後期・鎌倉市教育委員会所蔵)

右下・版木 (鎌倉時代後期・鎌倉市教育委員会所蔵)

裏表紙カット 上田市塩尻地区出土常滑大壺 (鎌倉時代後期・個人所蔵)

鎌倉の古代・中世文化と上田地方

奨霧上田市立信濃国分寺資料館
〒38610016

長野県上田市国分 1125番地

電話・FAX(0268)27… 8706

E―mail kokubu」i@cityoueda.nagano.jp

URL:http://1nuseumoumicouedaonaganojp/kokubunji/
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